
『
ウ
チ
ヘ
モ
ッ
テ
ク
ル
ト
カ
ジ
ニ
ナ
ル
』 

 

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
は
日
本
の
い
た
る
と
こ
ろ

に
普
通
に
あ
り
ま
す
が
、
中
国
か
ら
来
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
秋
の
彼
岸
の
こ
ろ
に
咲

く
こ
と
か
ら
『
彼
岸
花
』
と
い
い
ま
す
が

他
に
も
呼
び
名
が
あ
っ
て
『
マ
ン
ジ
ュ
シ

ャ
ゲ
』
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
国

で
は
何
十
も
の
呼
び
名
が
あ
り
、
中
で
『
ウ

チ
ヘ
モ
ッ
テ
ク
ル
ト
カ
ジ
ニ
ナ
ル
（
家
へ

持
っ
て
来
る
と
火
事
に
な
る
）』
と
い
う
の

は
い
ち
ば
ん
長
く
て
ユ
ニ
ー
ク
。
そ
れ
ら

は
、
俗
名
、
地
方
名
な
ど
と
い
わ
れ
、『
ヒ

ガ
ン
バ
ナ
』
は
標
準
和
名
と
い
う
日
本
全

国
共
通
の
呼
び
名
で
、
片
仮
名
で
表
わ
し

ま
す
。
学
会
で
は
世
界
共
通
の
名
前
（
学

名
。
左
イ
ラ
ス
ト
の
下
）
で
呼
び
ま
す
が
、

今
は
ど
こ
の
国
の
こ
と
ば
で
も
な
い
ラ
テ

ン
語
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
私
は
読
め
ま
せ

ん
。
な
お
英
語
で
は
レ
ッ
ド
・
ス
パ
イ
ダ

ー
・
リ
リ
ー
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

八
月
の
公
園
整
備
は
九
日
（
日
）、
二
十

三
日
（
日
）
の
二
回
で
す
。
参
加
の
方
は

熱
中
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○ 

八
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
五
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
三
日
（
日
）
で
す. 

町
内
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
公
園
の
美

化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
楽
し
い
活

動
に
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

 
 

 

真っ直ぐ伸びたグラジオラス！ 

 

七
月
十
九
日
（
日
）
台
風
一
過
夜
半
ま
で

の
大
雨
も
止
み
朝
か
ら
快
晴
と
な
り
、
子
供

会
親
子
の
参
加
も
含
め
二
十
五
名
に
よ
り

花
壇
や
公
園
内
の
雑
草
取
り
、
木
々
の
剪

定
、
施
肥
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ

こ
の
と
こ
ろ
の
雨
と
気
温
上
昇
に
よ
り
公

園
外
周
に
は
多
く
の
雑
草
が
伸
び
、
炎
天
下

で
の
作
業
で
汗
だ
く
と
な
り
ま
し
た
が
休

憩
と
水
分
補
給
を
心
掛
け
、
今
回
は
子
供
達

の
安
全
も
考
慮
し
短
時
間
で
作
業
を
終
了

し
ま
し
た
。
以
前
に
も
増
し
て
綺
麗
な
公
園

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
出
掛
け
下
さ
い
。 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

定
期
整
備
！ 

第 123 号 
2015.7.16 

日陰でも暑いです！ 

雑草いっぱい！ 種から作った苗に花が咲き！ 

ヒガンバナの学名は 

Lycoris radiata Herb. 


